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腎臟 原 基 ノ發 生 ニ 關 ス ル 研 究

(其 ノ2)

二 十 日 鼠 胎兒 ニ 於 ケ ル檢 索

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)

醫學士　 森 六 朗

[昭 和10年11月14日 受 稿]

Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der Okayama Med. Fakultat
 (Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung der Nierenanlage.

(II Teil)

Mammalien, besonders Mauseembryonen.

Von

Dr. Rokuro Mori.

Eingegangen am 14. November. 1935.

Schon seit langer Zeit wurden uber 

die Entwicklung der Nierenanlage von 

vielen Autoren allerlei Forschungen ange

stellt, leider bringen diese jedoch in vielen 

Punkten morphologisch und skeleto

topisch noch keine ausreichende Erkla

rung. Daher habe ich unter der Leituug 

von Herrn Prof. J. Shikinami uber die 

morphologische Entwicklung und die 

skeletotopischen Verhaltnisse in der 

Embryonalzeit bei Mauseembryonen Un

tersuchungen angestellt, nachdem die

 aussere Form der Niere begrundet ist.

Das Material wurde in Zenker'scher 

Flussigkeit oder in Formol fixicrt und 

mit Borax-Karmin gefarbt. Alles wurde 

in Paraffin eingebettet und zu Serien

schnitten mit dem Querschnitt von 10ƒÊ 

verarbeitet. Die Plattenrekonstruktions

modelle wurden nach der Born-Peter'

schen Methode hergestellt.

Die hauptsachlichsten Resultate der 

vorliegenden Untersuchungen lassen sich 

folgendermassen zusammenfassen:
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1) Bei 7.5 mm (Scheitel-Steiss) lan

gen Embryonen ist die aussere Form der 
 Niere als eine langlich-ovale Gestalt 

 begrundet. Mit dem Wachstum nahert 

sich die Gestalt allmahlich der Bohnen

form und zeigt sich bei 14.2mm (Scheitel

 Steiss) langen Embryonen vollkommen 

bohnenformig.

2) Die Wolbung der hinteren Flache 

der Niere vermindert sich allmahlich mit 

dem Wachstum und am Ende der Em

bryonalzeit bei 15.8mm (Scheitel-Steiss) 

langen Embryonen ist sie so gering , dass 
die Flache beinahe zu einer Ebene wird.

3) Die beiden Nieren vergrossern 

sick fast gleichmassig.

4) Wahrend der Embryonalzeit fin

det weder in der ausseren Form noch in 

dem inneren Bau der Niere eine Lappung 

statt, die Oberflache der Niere ist glatt.

5) Die rechte Niere liegt weiter la

teralwarts von der Aorta abdominalis als 

die linke; die Entfernung von der Aorta 

abdominalis wird von der Grosse der 

Hohlvene beherrscht, die zwischen der 

rechten Niere und der Aorta abdominalis 

liegt.

6) Die in gleicher Hohe wachsenden 

beiden Nieren zeigen zuerst die Lage

differeuz am Ende der Embryonalzeit bei 

15.8mm langen Embryonen, bei welchen

 die rechte Niere 0.29mm hoher kranial

 warts liegt als die linke.

7) Die Niere liegt in der Embryonal

zeit in der Hohe des ersten bis funften 

Lendenwirbels nachdem die aussere Form 

der Niere begrundet ist.

8) Bei 10.5mm (Scheitel-Steiss) lan

gen Embryonen ist die aussere Form der 
Nebenniere zuerst als eine abgerundete 

dreieckige Gestalt begrundet. In der 

Embryonalzeit hat die Nebenniere eine 

abgerundete dreieckige oder halbmond

formige Gestalt.

9) Erst bei 8.2mm (Scheitel-Steiss) 

langen Embryonen beruhrt sick die 

Nebenniere mit der Niere.

10) Bei dem Entwicklungsstadium, 

in dem die aussere Form der Nebenniere 

begrundet ist, sitzt. die Nebenniere an der 

hinter-lateralen Flache des oberen Endes 

der Nier. Mit dem Wachstum wandert 

die Nebenniere allmahlich nach innen, 

und zwar ist die rechte deutlicher als die 

linke.

11) Die Nebenniere vergrossert sich 

sehr wenig nachdem die aussere Form 

derselben begrundet ist, die Niere da

gegen vergrossert sich immer weiter mit 
dem Wachstum. Daher nimmt die Diffe

renz zwischen der Grosse beider mit dem 

Wachstum immer mehr zu. (Autoreferat)
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1. 緒 論

余 ハ敷波教授指導 ノ許 ニ腎原基 ノ發 生ニ關

スル研 究 ヲ志 シ曩 ニ二十 日鼠胎兒 ニ於 テ腎原

基發 生ノ初期 ヨリ集合 管系 統 ト細 尿 管 系 統

トノ結合機轉 ノ終 ル迄 ヲ系 統 的 形 態 的 ニ檢

索 シ既 ニ本誌上 ニ發 表 シ,併 セテ 腎 原 基 ハ

Beckenregionヨ リ上昇 シ腎原 基外形 ヲ形成

セル時期 ニ於 テハprimitives Nierenbecken

ノ尾 端 ハA. iliaca communisノ 頭 方 ニ位 ス

ルヲ明 カニセ リ.

而 シテ腎原基ノ位置ニ關 シテハHauch(1903)

氏ハ人胎兒 ニ於テ研究 シ,「8週 ノ胎兒 ニ於テハ

腎原基尾端ハ平均 シテ第4腰椎 ノ尾部ノ高サニア

リ,頭端ハ第1腰 椎 ノ頭部或ハ第12肋 骨 ノ高サニ

アリ.更 ニ發育進メバ尾部ハ殆 ド常ニ第4腰椎 ノ

上縁近クノ高サニアルニ反 シ頭端ハ益々頭方ニ進

ミ12週 ノ胎兒 ニ於テハ第12肋 骨 ノ高サニ達シ,

 19-20週 ノ胎兒 ニ於テハ第11肋 骨 ハ高サニ及ビ

成人ニ於ケル位置ヲ取 ル.然 レドモ尾端ハ成人 ノ

ソレヨリ遙力尾方ニア リ」 卜報告セ リ. Hauch

氏 ノ研究ハ以上ノ如 ク胎生前半期 ニ於ケルモノナ

リ.亦 當教室ニ於テ高井(1904)氏 ノ豚胎兒 ニ於

ケル,大 藤(1905)氏 ノ家兎胎兒ニ於ケル腎原基

ハ位置ニ就テ ノ報告アルモ目的ヲ異 ニセル爲 メ

Primitives Nierenbeckenニ 就テ原節 ノ高サヲ用

ヒ而モ大部分ハ胎生前半期ニ屬スルモノナリ.

人類 以外 ノ哺乳動物 ニ於 テ腎原基外形 ヲ形

成 セシ以後 ノ胎生期間 中ニ於 ケル腎原基 ノ脊

柱 ニ對 スル位置 ニ關 スル研究 ハ余寡聞 ニ シテ

未 ダ之 ヲ知 ラズ.茲 ニ於 テ余 ハ更 ニ同教授指

導 ノ許 ニ二十 日鼠胎兒 ノ腎原基外形 ヲ形 成 セ

ラルル時期 ヨリ胎生期 間 中ニ於 ケル腎原基 ノ

位置竝 ニ外形 ノ形態的發 生 ノ研 究 ヲ志 シ聊 力

所 期 ノ目的 ヲ得タ ル ヲ以 テ茲 ニ報 告 セ ン ト

ス.

2. 材 料 及 ビ研 究 方 法

材 料 ハ當研 究 室 佐 藤 幹 氏 蒐 集 セル モ ノニ余 ガ追

加 蒐 集 セ ル モ ノニ シ テ,總 テ 採 取 後 直 チ ニZenker

氏 液 又 ハFormol水 ニテ 固 定 シBorax-Karminニ

テStuckfarfungヲ 施 シ所 定 ノ方 法 ヲ經 テParaffin

ニ包 埋 シ,厚 サ10μ ノ連續 切 片 ヲ作 製 シ タル モ ハ

ナ リ.之 等 ノ標 本 中 ノ必 要 ナ ル部 分 ヲEdlinger氏

ノZeichenapparatニ ヨ リ50-75-100倍 ニ擴 大

描寫 シ,更 ニ厚 サ0.5-O.75-l.0mmノ 蝋 板 ニ複

寫 シBorn-Peter氏 法 ニ ヨ リ之 ヲ疊 積 シ テ正 確 ナ

ル複 製 模 型 ヲ作 製 セ リ.

而 シテ 腎 原 基 ハ發 育 程 度 ノ從 ヒ胎 生 期 間 中 ノモ

ノヲ7階 梯 ニ分 チ更 ニ生 後1日 ノMausヲ 加 ヘ テ

全8階 梯 トナ シテ 檢索 シ,特 ニ腎 原 基 ノ數 量 的 計

算 ニ於 テハ,ヨ リ正 確 ヲ期 ス ル爲 メ ニ腎 原 基 長 徑

ハ切片數 ヲ計算シ之ヲmmニ 換算シ,横徑 ハ擴

大描寫 セルモノヲ測定シ再 ビモトノ大サニ換算セ

リ,只 副腎原基 ノミハ模型ニテ測定換算セ リ.

3. 各 階 梯 ニ於ケル腎原基 ノ觀察

第1階 梯　胎兒記號Nr. 11　頂臀徑7.5mm

躯幹骨格系ニ於テハ漸ク前軟骨性 ハ椎體,椎 弓

及ビ肋骨 ノ各基礎ノ發生 ヲ認 メ各椎體基礎ハ厚 キ

椎間靱帯基礎ニヨリ互ニ分離サル.而 シテ二十日

鼠ニ於テハ胸椎ハ13箇 ニシテ肋骨基礎モ13箇 ノ

發生ヲ認ム.腎 原基ノ發育 卜脊柱ノ發育 トヲ比較

セン爲ニ檢索 ニ必要ナル部分タル腰椎ノ内 ノ第1

腰 椎體 ノ頭端 ヨリ第5腰 椎體 ノ尾端 ノ長サヲ切片

ニテ測定セ リ.本 階梯ニ於テハ其 ノ長サ0.63mm.

ヲ算 ス.

右腎門 ハ高サニ於ケル腎原基 ノ横斷 面ヲ見ルニ
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1558　 森 六 朗

(Fig. 1. A.)腎 原基ハ求心性ニ配列セル2-3層

ノ紡錘状 ノ細胞即チ腎包皮基礎ニ ヨリ包圍 セラル

ルヲ以テ周圍組織ヨリ初 メテ區別 シ得ラレ腎外形

ヲ形成ス.只 腎原基 ノ内側中央部即チ腎門部ニ於

テハ間質結締組織 卜輸尿管 ノ周圍 ヲ包圍 セル鬆粗

ナル結締組織 トノ區別ハ明瞭ナラズシテ兩組織 ノ

細胞 ノ配列状態ニヨリ區別 シ得ル程度ナリ.横 斷

面ハ左右共ニ全體 トシテ橢圓形ナルモ内側ハ凹面

ニシテ其 ノ横徑ハ矢状面 ト前額面 ノ略 ボ中央 ニ

位ス.腎盂 ヨリ發生 セル集合管ハFelix氏 ノ所

謂3Ordnung迄 分枝シ之 卜metanephrogenes

 Gewebeノ 内層 ヨ リ發 生 セ ルHarnkanalchen

anlageト 連 絡 シ内 腔 モ互 ニ交 通 セ リ(本 誌 ニ既 ニ

發 表). metanephrogenes Gewebeノ 外 層 ヨ リ發

生 セルNierenkapselanlageハ 既 述 ノ如 ク ニ シテ

間 質 結 締 組 織 ハ鬆 組 ニ シテ 特 ニ腎 門 部 ニ於 テ甚 ダ

シ.亦Aorta abdominalisト 右 腎 原 基 トノ間 ニ ハ

Hohlvene介 在 シ而 モHohlveneハAorta abdo

minalisヨ リ僅 ニ大 ナ リ.故 ニ右 腎 原 基 ハAorta

abdominalisヨ リ左 側 ニ比 シテ 遙 ニ外 方 ニ 位 ス.

サ レ ドAortaハ 正 中線 ヨ リ左 側 ニ位 シ 正 中線 ニ

對 シテ ハ 左 右 腎 原 基 ハ 相對 的 ノ位 置 ニ ア リ.

Fig. 1. A.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 1. B.)其 ノ外

形 ハ 略 ボ長橢 圓形 ヲ呈 シ内 側 中 央 部 ハ凹 面 ナ リ.

コ ノ部 分 ハ腎 門 ニ相 等 ス.腎 原 基 長 徑 ハ胎兒 ノ背

彎 曲 ニ一 致 シ テ僅 ニ彎 曲 シ腎 門 ヨ リ頭 方 ニ至 ル ニ

從 ヒ次 第 ニ其 ノ大 サ ヲ減 ジ テ頭 端 ニ至 ル,之 ニ反

シテ腎 門 ヨ リ尾 方 ニ至 ル モ殆 ド同 ジ大 イ サ ヲ保 チ

尾 端 ニ近 ヅ キ急 ニ減 少 ス.腎 原基 ハAorta abdo

minalisノ 丁 度 外 方 ニ 位 シ長 徑 ハAorta abdomi

nalisノ 方 向 ニ一 致 シ,前 述 ノ如 ク右 腎原 基 ハ左

側 ニ比 シテAota abdominalisヨ リ遙 ニ外 方 ニ 位

ス,而 シテ 楡 尿 管 ハAorta abdominalisニ 比 シ テ

著 シ ク狹 小 ナ リ.

左 右 腎 原 基 ハ 同 ジ高 サ ニ ア リ其 ノ頭 端 ハ第1腰

椎體 基 礎 ノ高 サ,腎 門 ハ 第2-3腰 椎 間 靱 帯 基 礎 ノ

高 サ ニ ア リ.尾 端 ハ 第4腰 椎體 基 礎 ノ高 サ ニ ア リ

テ丁 度Aorta abdominalisガ 左 右 ノA. iliaca

 communisニ 分 岐 スル 部 位 ノ高 サ ニ一 致 シ其 ノ外

方 ニ位 ス.而 シテ 腎 長 徑 ハ 左0.42mm,右0.41mm

ヲ算 シ横 徑(腎 門 部 楡 尿 管 移 行 部 ニ テ測 定 以 下之

ニ準 ズ)ハ 左 右 共 ニ0.29mmヲ 算 ス.
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Fig. 1. B.

本階梯ニ於ケル副腎原基 ノ發生状態 ヲ見 ルニ

(Fig. 1. C.)副 腎 原基ハ其ノ基質タル背部腸間膜

ノ兩側 ノ體腔壁 ノ上皮ヨリ分離シテ間質組織中ニ

陷沒 シテ副腎基礎ヲ形成ス.副 腎原基ノ周圍 ニ對

スル位置ハ原腎ノ頭端部 トAorta abdominalisト

ノ中間ニ位シ生殖腺ノ背内方ニ存ス.其 ノ脊柱ニ

對 スル位置ハ 略ボ第13胸 椎體 基礎及ビ之ニ續 ク

椎 間 靱帯 基 礎 ノ高 サ ニ ア リ.而 シテ 副腎 原 基頭 端

ガ 切 片 ニ表 レ 其 ノ尾 端 ガ終 ル迄 ハ 左右 共 ニ約19

Schnitte(0.19mm)ナ リ.腎 原 基 卜副 腎 原 基 卜ノ

位 置 關 係 ヲ見 ル ニ副 腎 ガ頭 方 ニ 位 シ副腎 尾 端 ガ 終

リテ ヨ リ約5-6Schnitte尾 方 ニ及 ビ テ腎 頭 端 表

レ兩 者 未 ダ接觸 セ ズ.

Fig. 1. C.

第2階 梯　胎兒記號Nr14頂臀徑8.2mm

本階 梯ニ於テハ前軟骨性 ノ椎體基礎 ト椎弓基礎

卜ハ僅 ノ部分ニ於テ結合 シ肋骨基礎ハ更ニ腹方ニ

向ツテ延長 シ胸壁 ノ外側ニ達ス.脊 索ハ椎體基礎

中ニ存スル部分モ椎間靱帯基礎中ニ存スル部分モ

同樣 ニシテ未ダ變化 ヲ示サズ.第1腰 椎體 頭端

ヨリ第5腰 椎體 尾端迄ノ長サハ前階梯 ト等 シク

0.62mmヲ 算 ス.

腎門部尾方 ノ腎原基 ノ横斷面ヲ見ルニ(Fig. 2

. A.)卵 圓形ヲ呈スレドモ内側ハ凹面ナリ.腎 包皮

及ビ腎門部ニ於ケル周圍組織 トノ關係ハ前階梯同

樣ニシテ間質結締組織ハ腎原基ノ中心部及ビ腎門

部ニ於テハ鬆粗ニシテ周圍 ニ至ルニ從ヒ僅ニ緻密

トナル.腎 周圍 ノ部分ハ他ノ部分 ヨリKarminニ
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強 ク染 色 ス ル觀 ア レ ドモ次 ノ階 梯 ニ 於 ケル ガ如 ク

neogene Zoneヲ 明 カ ニ 認 ム ル ヲ 得 ズ.Harn

kanalchenanlageハS字 状 ニ彎 曲 ス ル ヲ認 メ,

 oberer Bogen, Mittelstuck及 ビunterer Bogen

ノ3部 ヲ區 別 シ得 テ, oberea BogenハSammel

rohrノ 終 端 卜交 通 シMittelstuckハ 甚 ダ 短 カ ク

unterer Bogenハloffelformigニ擴 張 シBow

man'sche Kapselヲ 形 成 ス.右 腎 原 基 トAorta

 abdominalisト ノ 間 ニ 介 在 ス ルHohlveneハ

Aortaヨ リ僅 ニ 大 ナ リ.

Fig. 2. A.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ就 テ 見 ル ニ(Fig. 2. B.)前 階 梯

ヨ リ著 シ ク外 方 ニ增 大 シ,其 ノ外形 ハ 腎臟 ニ 特有

ナ ルBohnenformヲ 想 像 シ得 ル 程度 ニ シテ前 面

及 ビ後 面 ノ區別 ヲ認 メ得 テ,前 面 ハ 外側 ニ 及 ビ,

外 側 縁 ハ 全 ク形 成 セ ズ シテ 前 面 ヨ リ次 第 ニ後 面 ニ

移 行 ス.内側 縁 モ 未 ダ 判 然 トセ ズ.腎 門 部 ヨ リ頭 方

及 ビ尾 方 ノ兩 部 ハ前 階 梯 ヨ リ更 ニ内 方 ニ膨 隆 ス.

腎 頭 端 ハAorta abdominalisノ 外 方 ニ位 ス ル モ尾

上端 ハ同 血 管 ノ外 背 方 ニ 位 ス ル ニ至 ル ヲ以 テ腎 長 徑

トAorta abdominalisト ハ平 行 セ ズ シテ 尾 方 ニ至

ル ニ從 ヒ尾 端 ハ背 方 ニ偏 シ腎 長徑 トAorta abdo

minalisト ハ 鋭 角 ヲ作 ル.而 シ テ右 腎 ハ左 側 ニ比 シ

テAortaヨ リ外 方 ニ 位 ス ルハ 前 階 梯 ニ同 ジ.

腎 原 基 長徑 ハ 左 右共 ニ0.42mmヲ 算 シ前 階 梯 ト

同 長 ナ ル モ横莖 ハ增 大 シテ 左 右 共 ニ0.38mm上 ヲ算

ス.即 チ本 階 梯 ニ於 テ ハ頭 尾兩 方 ニ ハ延 長 セ ズ シ

テ周圍 ニ 向 ツ テ增 大 セ ル ヲ示 シ之 ヲ前 階 梯 ノ模 型

卜比 較 ス レバ其 ノ状 明 カ ナ リ.

Fig. 2. B.
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左右腎原基ハ同ジ高サニア リ其 ノ脊柱ニ對 スル

位置モ殆 ド前階梯 卜同樣ニシテ頭端ハ第1腰 椎體,

腎門ハ第2-3腰 椎間靱帯,尾 端ハ第4腰 椎體 ノ高

サニアリ.

副腎原基ハ前階梯ヨ リ僅ニ增大シ其 ノ頭端表レ

尾端 ノ終ルマデ約21Schnitte(0.21mm)ニ シテ

其 ノ脊柱ニ對スル位置ハ前階梯ヨリ僅力尾方ニア

リ.即 チ第13胸 －第1腰 椎間靱帯ヨリ第1腰 椎體

ニ及ブ高サノ間ニアリ.而 シテ副腎原基ノ腎原基

ニ對スル位置關係ヲ見ルニ副腎 ノ尾端ハ腎頭端ヨ

リ4-5Schnitte尾 方 ニ及ブ.本 階梯ニ於テ初 メ

テ副腎原基 卜腎原基 ト相接觸 シ其 ノ部位 ハ腎原

基上端 ノ外背則面ニシテ接觸面ノ長サ バ約4-5

Schnitteナ リ.

第3階 梯　胎兒 記號Nr. 16　 頂臀徑10.2mm

椎體及ビ椎弓 ノ前軟骨組織ハ最モ著明ニ發育 シ

肋骨ニ於テハ軟骨組織 ノ發生ヲ認ム.左 右 ノ肋骨

ハ胸 壁 ノ腹 側 ニ達 シ其 ノ尖 端 ハ相 癒 着 シテ胸 骨 柱

ヲ形 成 ス.左 右 ノ胸 骨 柱 ハ腹 側 正 中線 ニ達 シ互 ニ

接觸 ス ル モ未 ダ兩 者 融 合 セ ズ.椎體 中 ニ存 ス ル 脊

索 ハ退 化 シ初 メ僅 ニ存 ス ル ニ反 シ椎 間 靱 帯 中 ニ存

ス ル部 分 ハ增 殖 シ初 メ髓 核 ノ初 現 ヲ示 ス.又 椎 間

靱 帯 ノ周圍 組 織 ハ 結 締 織 化 シ テ繊 維 輪 ノ基 礎 ヲ形

成 ス.第1腰 椎體 頭 端 ヨ リ第5腰 椎體 尾 端 迄 ノ長

サ ハ 前階 梯 ヨ リ著 シ ク增 大 シ0.94mmヲ 算 ス.

腎 門 ノ高 サ ニ 於 ケル 腎 原 基 ノ横 斷 面 ヲ 見 ル ニ

(Fig. 3. A.)左 右 ノ輸 尿 管 移 行 部 ハ同 一 切 片 ニ表

レ其 ノ斷 面 ハ全體 トシテ長橢 圓形 ヲ呈 シ其 ノ周 邊

部 ハ他 ノ部 分 ヨ リKarminニ 強 ク染 色 ス.コ ノ層

ヲHamburger氏 ハneogene Zoneト 唱 へ腎 門 部

ニ於 テ ハ缺 如 ス.腎 門 部 ニ於 ケ ル間 質 結 締 組 織 ト

輸 尿 管 ノ周圍 ヲ包圍 ス ル組 織 トノ區 別 ハ前 階 梯 ヨ

リ著 シク 明 カ トナ ル. Bowman'sche Kapselハ 更

ニ擴 張 シ其 ノ陷沒 中 ニ血 管 出 入 シ テGlomerulus

發 生 ス.本 階 梯 ニ於 ケ ルHohlveneハAorta

 abdominalisト 殆 ド同 大 ナ リ.

Fig. 3. A.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 3. B.)其 ノ

外 形 ハ左 側 ニ於 テ ハ卵 形 ニ類 似 シ,右 側 ニ於 テ ハ

前 階 梯 ノ外 形 ヨ リ前 面 ハ腹 方 ニ向 ツ テ膨 隆 シ,後

面 ノ膨 隆 ハ 僅 ニ減 ズ.胎兒 背彎 曲 ノ消失 ニ伴 ヒ腎

長 徑 ノ彎 曲 モ消 失 ス.腎 原 基尾 端 ハ益 々Aorta

 abdominalisノ 背 方 ニ 位 ス ル ヲ 以 テ 腎 長 徑 ト

Aortaト ハ約45度 ノ角 ヲ ナ ス.而 シ テ左 腎 原 基

ノ腎 門 ヨ リ頭 方 ノ内 側 ハAorta abdominalisノ
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外 側 壁 卜接觸 ス ル ヲ認 メ右 腎 原 基 ハ 前階 梯 同 樣 左

側 ニ比 シAortaコ リ遙 力外 方 ニ ア リ.

腎 原 基 ハ增 大 シテ 長 徑 ハ 左 右 共 ニ0.68mmニ シ

テ 横 徑 ハ 左0.54mm,右0.56mmヲ 算 ス.而 シテ

腎 原 基 ハ 左 右 同 ジ高 サ ニ位 シ胎兒 ノ背彎 ノ消失 ニ

ヨリ其 ノ脊柱ニ對 スル位置ハ正確ニ決定 シ得テ頭

端ハ第1腰 椎體頭部,腎 門ハ第2腰 椎體尾部ヨリ

第2-3腰 椎間靱帯ノ頭部.尾 端ハ第4腰 椎體中央

部 ノ高サニア リ.而 モ尾端ハAorta abdominalis

ノ分岐部ノ高サニアリ其 ノ外背方ニ位ス.

Fig. 3. B.

副 腎原 基 ハ更 ニ增 大 シ切片 ニ 其 ノ頭 端 表 レ尾 端

ノ終 ル迄 ハ 約 左30Schnitte(0.30mm),右28

Schnitte(0.28mm)ニ シテ,其 ノ中 央 部 ニ於 ケ ル

横 斷 面ハ 左 側 ニ於 テハ 丸 クサ レ タル三 角 形 ヲ呈 シ

右 側 ニ於 テ ハ紡 錘 状 ヲ呈 ス レ ドモ周圍 組 織 トノ區

別 不明 瞭 ナ ル箇 所 多 ク シテ未 ダ 其 ノ外 形 ヲ模 型 ニ

作 ル コ トヲ得 ズ 卜雖 モ其 ノ切 片 ニ ヨ リ略 ボ 次 ノ階

梯 ニ於 ケ ル外 形 ニ類 似 セ リ.副 腎 ノ脊 柱 ニ 對 スル

位置ハ第13胸 －第1腰 椎間靱帯ヨリ第1-2腰 椎

間靱帯ニ及ブ間 ノ高サニアリ.而 シテ腎原基 トノ

接觸 ハ益 々大 トナリ頭端 ヨリ尾端迄 ノ半分以上接

觸シ,其 ノ接觸面ノ頭端ハ腎原基ノ背側ナルモ尾

方ニ至ルニ從ヒ次第ニ外方ニ偏 ス.

Fig. 4. A.

第4階 梯  胎兒 記號Nr. 68  頂臀 徑10.5mm

椎體及ビ椎弓 ノ一部分 ニ僅 ノ軟骨組織ノ發生 ヲ
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認 メ肋 骨 ニ 於 テ ハ 脊柱 側 ノ半 分 ハ 軟 骨 組 織 ヲ以 テ

充 サ ル.左 右 ノ胸 骨柱 ハ 互 ニ結 合 ス ル モ兩 者 ノ境

界 ハ僅 ニ存 在 シ次 ノ階 梯 ニ 於 ケル ガ如 キ完 全 ナ ル

融 合 ヲ示 サ ズ.椎 體 中 ノ脊索 ハ殆 ド消失 セ ル ニ反

シ椎 間 靱 帯 中 ノモ ノハ益 々增 殖 ス.第1腰 椎體 頭

端 ヨ リ第5腰椎 尾 端 迄 ノ長 サ ハ1.01mmヲ 算 ス.

腎 門 ニ於 ケル 腎 原 基 ノ横 斷 面 ヲ見 ルニ(Fig. 4. 

A.)卵 圓 形 ヲ呈 シ外 腹 側 部 ノ膨 隆 特 ニ著 明 ニ シテ

neogene Zoneハ 前 階 梯 同 樣 著 明 ニ シ テBow

man'sche Kapselハ 圓形 ヲ呈 シ.腎 原 基 ノ中 心 部

近 ク ニ1列 ノGlomeruliヲ 認 ム.然 レ ドモ次 ノ階

梯 ニ於 ケ ル ガ如 ク腎 皮 質 ト髓 質 トヲ區 別 シ得 ズ.

本 階 梯 ニ於 ケルHohlveneハAorta abdominalis

ヨ リ其 ノ大 サ 小 ナ リ.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ就 テ 見 ル ニ(Fig. 4. B.)僅 カ ナ

ル 背彎 曲 ニ伴 ヒ腎長 徑 ハ僅 ニ彎 曲 シ長 徑 トAorta

 abdominalisト ハ 鋭 角 ヲ作 ル.本 階 梯 ニ於 テ ハ前

面 及 ビ後 面 ハ益 々明 カ トナ リ前 面 ハ一樣 ニ膨 隆 シ

テ 外 方 ニ及 ビ腹 側 面 觀 ハ 長橢圓 形 ニ近 キ モ後 面 ノ

膨 隆 ノ度 ハ益 々減 ズ.外 側 縁 ハ未 ダ 不 明 瞭 ニ シ テ

内 側縁 ハ僅 ニ認 メ得.而 シテ 左 側 腎 原 基 ノ頭 部 内

側 縁 ハAorta abdominalisノ 外 側 壁 ト接 觸 シ,前

述 ノ如 ク本階 梯 ノHohlveneハAorta abdominalis

ヨ リ小 ナ ル ヲ以 テ.右 腎 原 基 ハ 前階 梯 ヨ リ著 シ ク

Aortaニ 接 近 シテ存 在 ス.輸 尿 管 ハ前 階 梯 ヨ リ僅

ニ其 ノ大 サ ヲ增 ス.

腎 原 基 ハ頭 尾兩 方竝 ニ周圍 ニ向 ツテ增 大 シ長 徑

ハ 左0.76mm,右0.72mmヲ 算 シ横 徑 ハ 左0.59mm,

右0.61mmナ リ.而 シテ 左右 腎 原 基 ハ脊 柱 ニ對 シ

テ 殆 ド同 ジ高 サ ニア リ其 ノ頭 端 ハ第1腰 椎 體 頭 部,

腎 門 ハ第2-3腰 椎 間 靱 帯,尾 端 ハ第4腰 椎體 尾 部

ノ高 サ ニ ア リ.

Fig. 4. B.

副 腎 原 基 ハ更 ニ增 大 シノ 階 梯 ニ於 テ周圍 組 織 ト

ノ區別 明 カ トナ リ,其 ノ外 形 ハFig. 4. B.及 ビ

C.ニ 示 ス如 ク左右 殆 ド同 形 ニ シ テ腎 横 徑 ニ 一致 シ

テ腹 内 側 ヨ リ背 外 方 ニ至 ル ニ從 ヒ增 大 シ稍 々丸 ク

サ レ タル三 角 形 ヲ呈 ス.而 シテ 副腎 原 基 ハ腎 原 基

上端 ノ背 外 面 上 ニ占 坐 シ兩 者 ノ接 觸 面 ハ腎 横徑 ニ

一致 ス.

副 腎 原 基 ノ頭 端 ガ 切片 ニ表 レ尾 端 が 消 失 ス ル

迄 ハ左31Schnitte(0.3lmm),右32Schnitte

(0.32mm)ナ リ.是 レ即 チ頭 端 ヨ リ尾端 迄 ノ垂 直

距 離 ナ リ.副 腎 ノ數 量 的 計 算 ニ 便 ナ ルし爲 ニFig. 4.

 C.ニ 示 ス如 ク頭 端 ヨ リ尾 端 迄 ノ乖 直距 離 ヲ測 定 シ

之 ヲ頭 尾 徑 ト略稱 シ,頭 尾 徑 ニ直 角 ナ ル線 ニテ 最

内 側 端 ト最 外側 端 トノ距 離 ヲ測 定 シ之 ヲ横 徑 ト略
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稱 ス.本 階 梯 ニ 於 テ ハ 頭 尾徑 ハ 左0.31mm,右

0.32mmニ シテ,横徑 ハ 左 右 共 ニ0.52mmニ シテ

其 ノ方 向 ハ 腎 原 基 横徑 ノ方 向 ニ殆 ド一致 ス.而 シ

テ副 腎 原 基 ノ大 部 分 ハ 腎 原 基 ノ頭端 ノ背 外 方 ニ 位

ス.換 言スレバ副腎横徑 ノ中心點 ハ腎原基頭端 ヨ

リ著シク背外方ニ位シ副腎内側端ハ腎原基頭端 ヨ

リ僅力内方ニア リ.又 脊柱ニ對スル副腎 ノ位置ハ

全ク前階梯ニ等シケレバ記載 ヲ省略ス.

Fig. 4. C.

第5階 梯　 胎兒 記 號Nr. 69　 頂臀徑12.0mm

椎體 及 ビ椎 弓 ニ於 テ ハ 軟骨 組 織 ノ發 生 著 明 トナ

リ,肋 骨 ニ於 テ ハ 既 ニ化 骨 現 象著 明 ニ表 ル.左 右

ノ胸 骨 柱 ハ 完 全 ニ融 合 シテ胸 骨 ヲ形 成 ス ル ト同 時

ニ 肋 骨 ノ腹 側端 ハ 正 ニ胸 骨 ヨ リ分 離 セ ン トス ル状

態 ニア リ.椎體 中 ノ脊索 ハ 全 ク消失 シ髓 核基 礎 ハ

更 ニ增 殖 ス.第1腰 椎體 頭 端 ヨ リ第5腰 椎體 尾 端

迄 ノ長 サ ハ1.44mmナ リ.

腎 門 ニ於 ケル 左腎 原 基 ノ横斷 面 ハ(Fig. 5. A.)

卵 圓形 ヲ呈 シ本 階 梯 ニ於 テハ 皮 質 ト髓 質 トノ區 別

明 カ トナ リ皮 質 ハ髓 質 ヨ リ其 ノ厚 サ 大 ナ リ.皮 質

ノ周 邊 部 ヲ占 ム ルneogene Zoneハ 著 明 ニ シテ其

ノ厚 サ ヲ增 シ,皮 質 ノ中 心 部 近 ク ニハ1-2列 ノ

Glomeruliヲ 認 ム. Henle'sche Schleifeハ髓 質

中 ニ浸 入 シ初 メ輸 尿 管 ハ 著 シ ク其 ノ大 サ ヲ增 シ分

岐 ス ル直 前 ニ於 テ紡 錘 状 ニ僅 ニ膨 大 ス ル ヲ認 ム,

Fig. 5. A.
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之definitive Nierenbeckenanlageナ リ.本 階 梯

ニ於 ケ ルHohlveneハAorta abdominalisヨ リ

僅 ニ大 ナ リ.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ ツ キ テ見 ル ニ,其 ノ腹 側面觀 ハ

Bohnenformニ 近 ク シテ 頭 尾兩 側 ヨ リ壓迫 サ レ タ

ル ガ如 キ観 ア リテ次 ノ階 梯 ニ於 ケ ル ガ如 キ完 全 ナ

ルBohnenformニ ア ラ ズ.表 面 ハ 平 滑 ニ シテ 後面

ノ膨 隆 ハ前 面 ヨ リ著 シ ク輕 度 ニ シテ 内 側縁 及 ビ外

側縁 モ 明 カ トナ ル. Aorta abdominalisハ 腎 門 部

ヨ リ腹 方 ニ彎 曲 ス ル ヲ以 テ 腎 長徑 ハ 未 ダ ニAorta

 abdominalisト 鋭 角 ヲ作 ル.左 右腎 原基 ノAorta

ニ對 ス ル 位置 ハ前 階 梯 卜異 ナ リ右 側 ハ遙 力外 方 ニ

ア リ.輸 尿 管 ハ 前 階 梯 ヨ リ著 シ ク其 ノ大 サ ヲ增 シ

Aorta abdominalisト 平 行 シ テ走 ル.

腎 原 基 ハ益 々增 大 シ 長徑 ハ 左1.12mm,右

1.08mm,横徑 ハ 左0.80mm,右0.78mmニ 及 ビ

左 右 同 ジ高 サ ニ ア リテ 脊 柱 ニ對 ス ル 位置 ハ頭 端 ハ

第1腰 椎體 頭 部,腎 門 ハ 第2腰 椎體 尾 部 ヨ リ第

2-3腰 間 靱 帯 迄.尾 端 ハ 第4腰 椎體 尾 部 ノ高 サ ニ

ア リ.

Fig. 5. B.

副 腎 原 基 ノ外 形 ハ(Fig. 5. B.)左 右 共 ニ其 ノ内

側 部 ガ前階 梯 ヨ リ增 大 シ脊 柱 ニ對 ス ル位 置 ハ 第13

胸-第1腰 椎 間 靱帯 ヨ リ第1腰 椎體 尾 部 ニ及 ブ 高

サ ニ ア リ.腎 原 基 ニ對 ス ル副 腎 ノ位置 ハ 前 階 梯 ト

僅 ニ異 ナ リ副 腎 横徑 ノ中 心點 ハ 腎頭 端 ニ近 ヅク.即

チ副 腎 原 基 ハ 僅 ニ内 方 ニ移 動 ス ル モ ノニ シテ 右 側

ニ於 テ 特 ニ明 カ ナ リ.而 シ テ副 腎 原 基 ノ大 サ バ 前

階 梯 卜略 ボ同樣 ニ シテ頭 尾徑 ハ 左右 共 ニ0.32mm,

横徑 ハ左0.53mm,右0.52mmナ リ.

第6階 梯　 胎兒 記 號Nr. 71　 頂臀徑14.2mm

椎體 及 ビ椎 弓 ノ大部 分 ハ軟 骨 組 織 ニ ヨ リ充 サ レ

椎 弓 ハ益 々背 方 ニ延 長 シ左右 相 當接 近 ス.椎體 及

ビ椎 弓 ニ ハ未 ダ 化 骨 現象 ヲ認 ム ル能 ハ ズ.肋 骨 ニ

於 ケ ル 化骨 現 象 ハ益 々進 展 シ肋 骨 ノ腹 側端 ハ 完 全

ニ胸 骨 ヨ リ分 離 シ,胸 骨 ニ於 テ ハ軟 骨 組 織 ノ發 生

ヲ認 ム.第1腰 椎體 頭 端 ヨ リ第5腰 椎體 尾 端 迄 ノ

長 サ バ1.72mmヲ 算 ス.

腎 門 ニ於 ケ ル右 腎 原 基 ノ横斷 面 ヲ見 ル ニ(Fig.

 6. A.)卵 圓 形 ヲ呈 シ皮 質 ハ髓 質 ヨ リモ其 ノ厚 サ大

ニ シテ髓 質 中 ニハ 多 ク ノHenle'sche Schleifeヲ

認 ム.間 質 結 締 組 織 ハ尚 ホ鬆 粗 ナ レ ドモ腎 原 基 ノ

中 心 部 ニ 於 テ ハ 求心 性 ノ配 列 ヲ呈 シ初 ム.而 シ テ

本 階 梯 ニ 及 ブ モinnerer Bauニ 於 テ モLappung

ヲ認 メズ.本 階 梯 ニ於 ケルHohlveneハAort

a abdominalisヨ リ著 シク大 ナ リ.
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腎 原 基 ヲ模 型 ニ就 テ 見 ル ニ(Fig. 6. B.)腹 側面

觀 ハ 完 全 ナ ルbohnenformigヲ 呈 シ表 面平滑 ニ シ

テLappungヲ 認 メズ.前 面,後 面,内 側 縁,外

側 縁,上 端 及 ビ下 端 ノ區 別 明 瞭 トナ リ前面 ノ膨 隆

ハ 僅 ニ減 ジ後 面 ノ膨 隆 ハ 甚 ダ僅 少 ニ シテ,前 階 梯

ニ比 シテ 矢 状 ノ方 向 ニ扁 平 トナ ル.本階 梯 ニ 於 ケ

ルAorta abdominalisハ 其 ノ大 サ 著 シク狹 小 ト

ナ リ輸 尿 管 ノ約2倍 大 ニ シテ,腎原基 ノ内 側縁 ハ

丁 度Aorta abdominalisノ 外 側 ニ 位 シ,腎 長徑 ト

Aorta abdominalisト ハ 殆 ド平 行 トナ ル.左 腎

原 基 内 側 縁 ノ頭 部 ハ 僅 カ ノ間 隙 ヲ隔 テ テAorta

 abdominalisノ 外 側壁 ニ對 ス ル モ,腎 門 ヨ リ尾 方

ニ於 テハAorta abdominalisハ 右 側 ニ偏 ス ル ヲ以

テ 左右 腎 原 基 下 端 ハ同 血管 ヨ リ殆 ド同 ジ 位置 ニ ア

リテAorta abdominalis及 ビ左 右 ノ輸 尿 管 ノ3

者 ハ 殆 ド等 距 離 ニ於 テ平 行 シ テ 走 ル.右 腎 原 基

ノ輸 尿 管 ヨ リ頭 方 ノ部 分 ハ 左 側 ニ 比 シテAorta

 abkominal'sヨ リ遙 力外方 ニ 位 ス.

Fig. 6. A.

Fig. 6. B.
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腎 原 基 ハ頭 尾兩 方 ニ 向 ツ テ發 育 シ 腎 長徑 ハ 左

1.23mm,右1.22mmニ 及 ブ モ周圍 ニ向 ツテ ハ增

大 セ ズ シテ 横徑 ハ 前 階 梯 卜略 ボ同樣 ニ シテ左 右 共

ニ0.80mmヲ 算 ス.而 シテ 脊柱 ニ對 ス ル 位置 ハ 左

右 同 ジ高 サ ニ ア リ,其 ノ頭 端 ハ第1腰 椎體 尾 部,

腎 門 ハ第3腰椎體,尾 端 ハ第4-5腰 椎 間 靱 帯 ノ高

サ ニ 一致 ス.

副 腎 原 基 ハ 第1腰 椎體 頭 部 ヨ リ 第1-2腰 椎 間

靱 帯 ニ及 ブ 高 サ ニ位 シ,其 ノ外 形 ニ於 テ ハ 左 右 ヲ

異 ニ シ右 側 ニ於 テ ハ稍 々半 月 状 ヲ呈 ス ル ニ反 シ左

側 ハ 前 階 梯 同樣 丸 クサ レ タル三 角 形 ヲ呈 ス.腎 原

基 ニ對 ス ル副 腎 原 基 ノ位置 ハ殆 ド前 階 梯 同樣 ニ シ

テ右 側ハ 左 側 ニ比 シテ著 シ ク内方 ニ 位 ス.而 シテ

副 腎 ノ大 サ ハ益 々增 大 シ 頭 尾徑 左0.40mm,右

0.39mmニ シテ 横徑 ハ左0.57mm,右0.60mm

ナ リ.

第7階 梯　 胎兒 記 號Nr. 72　 頂臀徑15.8mm

椎體 及 ビ椎 弓 ニ於 テ ハ 既 ニ化 骨 現象 著 明 ニ表 レ

左 右 椎 弓 ハ 背 側 正中 線 ニ於 テ結 合 ス.胸 骨 ニ 於 テ

ハ 未 タ化 骨 現 象 ヲ認 ム ル能 ハ ズ.第1腰 椎體 頭 端

ヨ リ第5腰 椎體 尾 端 迄 ノ長 サ ハ2.10mmナ リ.

腎 門 ノ高 サ ニ於 ケ ル腎 原 基 ノ横斷 面 ヲ 見 ル ニ

(Fig. 7. A.)卵 圓形 ヲ呈 シ腎 門 近 ク ニ存 スルPelvis

anlageハ 更 ニ膨 大 シ,之 ニ向 ツテHanptsam

melrohre集 中 スPapillaanlageハPelvisニ 向

ツ テ僅 ニ膨 出 シテ 其 ノ初 現 ヲ呈 シ腎髓 質 ハ 皮 質 ヨ

リ其 ノ厚 サ ヲ增 ス.亦SammelrohrトHenle'sche

 Schleifeト 相 集 リ之 ヲ間 質 結 締 組 織 ガ求 心 性 ニ包

圍 シ テBundelヲ 形 成 ス,コ レ成 熟 セ ル二 十 日鼠 ノ

Markstrablenニ 相 當 ス.本 階 梯 ニ於 テ モinnerer

 Bauニ 於 テLappungヲ 認 メズ.亦Hohlveneハ

Aorta abdominalisヨ リ著 シ ク大 ナ リ.

Fig. 7. A.

腎 原 基 ヲ模 型 ニ 就 テ見 ル ニ(Fig. 7. B.及 ビC.)

bohennformigヲ 呈 シ表 面 平 滑 ニ シテ外 形 ニ於 テ

モLappungヲ 認 メ ズ.後 面 ノ膨 隆 ハ 甚 ダ僅 少 ニ

シテ寧 ロ平 面 ノ如 キ觀 ア リ.輸 尿 管 ハ 僅 ニ其 ノ大

サ ヲ增 加 ス ル モAorta abdominalisハ 前 階 梯 ヨ

リ著 シ ク大 ナ リ.右 腎 原 基 及 ビ右輸 尿 管 ハ左 側 ニ

比 シテAorta abdominalisヨ リ外 方 ニ位 ス.

前階梯迄ハ左右ノ腎原基ハ同ジ高サニ於テ發育

ヲ續 ケシガ本階梯ニ於テ初メテ左右ニ位置 ノ差表

レ右側ガ僅ニ頭方ニ位ス.即 チ右側腎原基頭端ハ

第1腰 椎體尾部,腎 門ハ第3腰 椎體,尾 端ハ第

4-5腰 椎間靱帯中央部ノ高サニア リ.之 ニ反 シ左

側 ノ頭端 ハ第2腰 椎體頭部,腎 門ハ第3-4腰 椎間

靱帯 ヨリ第4腰 椎體頭部ニ及ブ高サ,尾 端ハ第5
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腰 椎體 尾 部 ノ高 サ ニ ア リ.而 シテ 左右 ノ頭 端 ノ位

置 ノ差 ハ29Schnitte(0.29mm)ナ リ.斯 ク ノ如

ク位置 ノ差 ア レ ドモ 左 右 ノ腎 原基 ハ殆 ド同 ジ大 サ

ニ發 育 ヲ續 ケ,長徑 ハ 左1.53mm,右1.52mmニ

シテ 横徑 ハ 左0.96mm,右0.90mmナ リ.

Fig. 7. B.

Fig. 7. C.

副 腎 原 基 ノ(Fig. 7. B.及 ビC.)外 形 ハ左 側 ニ

於 テ モ右 側 ニ於 テ モ稍 々半 月 状 ヲ呈 ス.而 シテ腎

原 基 ノ位 置 ノ差 表 ル ル ニ從 ヒ副 腎 原 基 モ同樣 ニ 位

置 ノ差 表 レ右側 ハ第1腰 椎體 ノ頭 端 ヨ リ尾 端 ニ及

ブ 高 サ ニア リ.左 側 ハ 第1腰 椎體 尾 端 ヨ リ第2腰

椎體 頭 部 ニ及 ブ 高 サ ニ ア リ.副 腎 原 基 ノ大 サ バ

前 階 梯 ヨ リ僅 ニ減 少 シ 頭 尾徑 ハ 左0.37mm,右

0.31mmニ シテ 横徑 ハ左0.50mm,右0.54mmヲ

算 ス.而 シテ腎 原 基 ニ對 スル 副 腎 原 基 ノ位 置 ハ 前

階 梯 ヨ リ更 ニ内 方 ニ移 動 シ右 側 ニ於 テハ 副 腎 横徑

ノ中 心點 ハ 腎 頭 端 ノ丁 度 背 方 ニ位 ス ル ニ至 ル モ左

側 ニ於 テハ 僅 ニ内 方 ニ移 動 ス ル ノ ミニ シ テ副 腎 横

Lノ 中 心點 ハ 尚 ホ腎 頭 端 ノ背 外 方 ニ ア リ.

第8階 梯　 幼兒(生 後1日)　 記號Nr. 74

　頂臀徑19.1mm

椎體,椎 弓 及 ビ肋 骨 ノ化 骨 現 象 ハ 著 シ ク進 メル

モ 椎體 ハ椎 弓 トノ連 絡 部 及 ビ左 右 椎 弓 ノ癒 合 部 ニ

於 テ ハ 尚 ホ軟 骨 組 織 存 在 シ,胸 骨 ニ於 テ ハ 僅 ニ化

骨 現 象 ヲ認 ム.第1腰 椎體 頭 端 ヨ リ第5腰 椎體 尾

端 迄 ノ長 サ ハ2.61mm.ヲ 算 ス.

腎門 ニ於 ケル 右腎臟 ノ横斷 面 ヲ見ル ニ(Fig. 8.
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A.)腹 側 中央 部 ニ於 テ 最 モ膨 隆 シ背 側 ハ 其 ノ中 央

部ニ 於 テ ノ ミ僅 ニ膨 隆 ス.Papillaハ楔 状 ヲ呈 シ

テ益 々腎 門 ニ向 ツテ突 出 シneogene Zoneハ 薄

キ層 ナ レ ドモ未 ダ コ レ ヲ認 メ得.本 階 梯 ニ於 テ モ

Lappungヲ 認 メズ赤HohlVeneハAorta abdo

minalisヨ リ著 シ ク大 ナ リ.

Fig. 8. A.

腎臟 ヲ模 型 ニ 就 テ見 ル ニ(Fig. 8. B.)前 階 梯 同

樣Bohnenformヲ 呈 ス レ ドモ 前 面 ニ於 テ 數箇 ノ

溝 ヲ認 ム.特 ニ左 側 ニ於 テ ハ 其 ノ頭半 分 ニ,右 側

ニ於 テ ハ尾半 分 ニ存 ス ル モ ノ最 モ著 シ.腎臟 ノ後

面 ハ 僅 ニ膨 隆 スル ノ ミニ シテ 平 面 ノ如 キ感 ア リ.

本 階 梯 ニ於 テ ハAorta abdominlisハ 著 シ ク其

ノ大 サ 減 却 シ,輸 尿 管 ハ 其 ノ大 サ ヲ增 シ兩 者 殆 ド

同 大 トナ ル.左 側腎臟 ノ内側 縁 ノ一部 分 ハAorta

 abdominalisノ 外 側 壁 卜接觸 シ右 側腎臟 ハAorta

 abdominalisヨ リ左 側 ニ比 シテ著 シ ク外 方 ニ 位 ス

ル モ 正中 線 ニ對 シテ ハ 殆 ド相對 的 ノ位置 ニ ア リ.

左 右 腎臟 ハ前 階 梯 ヨ リ更 ニ著 シ ク 位置 ノ差 表 レ

右 側 ノ頭 端 ハ 第1腰 椎體 中央 部,腎 門 ハ第2-3腰

椎 間 靱 帯,尾 端 ハ第4-5腰 椎 間 靱 帯頭 部 ノ高 サ ニ

ア リ.之 ニ反 シ左 側 ニ於 テハ 其 ノ頭 端 ハ 第2腰 椎

體 ノ中央 部,腎 門 ハ 第3-4腰 椎 間 靱 帯,尾 端 ハ第

5腰 椎體 尾 端 ヨ リ僅 力尾 方 ノ高 サ ニア リ.兩 者 ノ

頭 端 ノ位置 ノ差 ハ52 Schnitte(0.52mm)ナ リ.

而 シテ 左 右腎臟 ハ 殆 ド同 ジ 大 サ ニ テ 長徑 ハ 左

1.92mm,右1.93mmニ シ テ横徑 ハ 左 右 共 ニ1.23mm

ヲ算 ス.

副 腎 外 形 ハ右 側 ニ於 テ ハ稍 々三 角 形 ニ近 ク左 側

ハ半 月 状 ニ近 シ.腎臟 ニ對 ス ル副 腎 ノ位 置 ハ 右 側

ニ 於 テ ハ 甚 シク異 ナ リ,副 腎 ハ全 ク腎臟 ノ内 側 ニ

移 動 シ腎 上端 ノ内面 上 ニ占 坐 シ而 モ副 腎頭 端 ト腎

臟頭 端 トハ 全 ク同 ジ高 サ ニ ア リ.之 ニ反 シ左 側 副

腎 頭 端 ハ 左腎 頭 端 ヨ リモ遙 力頭 方 ニ位 シ兩 者 ノ頭

端 ノ位置 ノ差 ハ11Schnitte(0.11mm,ナ リ.而

シ テ左 副 腎 ハ更 ニ前階 梯 ヨ リ内 方 ニ移 動 シ副 腎 横

徑 ノ中 心 點 ハ腎 頭 端 ノ丁 度 背 方 ニ位 ス ル ニ至 ル.

副 腎 ノ脊 柱 ニ對 スル 位 置 ハ右 ハ 第1腰 椎體 中 央

部 ヨ リ第2腰 椎體 頭 端 ニ及 ブ 間 ノ高 サ ニ ア リ.左

ハ 第1-2腰 椎 間 靱 帯 ヨ リ 第2腰 椎體 尾 部 ニ及 ブ

間 ノ高 サ ニ ア リ.副 腎 ノ大 サ ハ前 階 梯 ヨ リ僅 ニ大

ニ シ テ頭 尾徑 左 ハ0.34mm,右 ハ0.38mmニ シテ

横徑 ハ 左0.58mm,右0.60mmナ リ.
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Fig. 8. B.

4. 總 括竝 ニ考案

A. 腎 原 基外形 ノ形態的發 生 ニ就 テ

腎 原基外形ヲ 形 成 セル初期 ニ於 テハ其 ノ外

形 ハ長橢 圓形ヲ 呈 シ内側中 央 部 ハ凹 面 ナ リ

(第1階 梯).次 ノ發育階梯 ニ於 テ腎原基 ハ周

圍 ニ向 テ增 大 シ腎臟 ニ特 有 ナルBohnenform

ヲ想 像 シ得 ル程度 ノ外形 トナ リ前 面及 ビ後面

ノ區 別表 ル(第2階 梯).更 ニ發 育進 メバ外形

ノ腹側面觀 ハ次第 ニBohnenformニ 近 ヅク

モ後面 ノ膨 隆 ノ度 ハ次 第 ニ輕度 トナ ル(第3

及 ビ第4階 梯).次 デ頂臀 徑14.2mmノ 胎 兒

ニ於 テ完全ナルBohnenformヲ 呈 シ人類 ニ

於 ケル如 ク前面,後 面,内 側縁,外 側縁.上

端 及 ビ下端 ノ各部 位 ヲ明 カニ認 メ得 ルモ後面

ノ膨隆 ハ前面 ニ比 シテ著 シク輕 度 ナ リ(第6

階 梯).後 面 ノ膨隆 ノ度 ハ發 育 ノ進 ムニ從 ヒ

更 ニ減却 シテ平面 ノ如 キ感 ヲ與 フ(第7及 ビ

8階 梯).而 シテ全階梯 ヲ通 ジテ外形 ニ於 テモ

(innerer Bauニ 於 テ モ 同 樣)Lappungヲ 呈

ス ル コ トナ シ.

B. Aorta abdominlisニ對 ス ル 左 右 腎 原

基 ノ位 置關 係 ニ 就 テ

左 右 ノ腎 原 基 ハ 正 中 線ニ對 シ テ ハ 相對的 ノ

位 置 ヲ 取 ル モAorta abdominalisハ 正 中 線

ヨ リ左 方 ニ 偏 在 シ, Aorta abdominalisト 右

腎 原 基 ト ノ間 ニ ハHohlvene介 在 ス ル ヲ 以 テ

左 右 腎 原 基 ハAorta abdominalisノ 外 側 ニ

位 ス ハしモ 同 血 管ニ對 シ テ 相對 的 ノ位 置 ニ 存 セ

ズ シ テ 右 腎 原 基 ハ 左 側 ニ 比 シAorta abdomi

nalisヨ リ外 方 ニ 位 ス.コ ノ 右 腎 原 基 ノAorta

 abdominalisヨ リ ノ距 離 ハ大 體Hohlveneノ

大 サ ニ 依 ツ テ 左 右 セ ラ ル.故 ニHohlveneガ

Aorta abdominalisヨ リ著 シ ク 大 ナ ル 第7階

梯 及 ビ第8階 梯 ニ 於 テ ハ 最 モ 外 方 ニ 位 シ,

 HohlveneガAorta abdominalisヨ リ小 ナ
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ル場 合 ノ第4階 梯 ニ於 テハ右 腎原基 ハAorta

 abdominalisニ 最 モ接近 シテ存在 ス.左 側腎

原基 ハ常 ニAorta abdominalisニ 接 近 シテ

存 在 シ特 ニ第3階 梯,第4階 梯及 ビ第8階 梯

ニ於 テハ腎門 ヨリ頭 方 ノ腎内側縁 ノ一部分 ハ

Aorta abdominalisノ 外 側壁 ト接觸 セル ヲ認

ム.

C. 左 右 腎原基 ノ高低位置 ニ就 テ

左右腎 原基 ハ其 ノ外 形 ヲ形 成 セル初期 ノ第

1階 梯 ヨ リ完全 ナルbohnenformigヲ 呈 スル

第6階 梯 ニ及 ブ迄 ハ左右ハ同 ジ高 サニ於 テ發

育 ヲ續 ケルモ,胎 生期 ノ終 リノ第7階 梯 ニ於

テ初 メテ左右 ノ位 置 ノ差 表 レ右 側 ハ左側 ヨ リ

モ高位 ニア リ其 ノ頭 端 ノ差 ハ0.29mmナ リ.

第8階 梯 ノ生後1日 ノ二十 日鼠 ニ於 テハ左右

ノ位置 ノ差益 々大 トナ リ其 ノ頭端 ノ差ハ0.52

mmニ 及 ブ.

D. 腎 原 基 ノ大 サニ就テ

腎原 基 ノ大 サ ノ發育 ハ第1表 ニ示 ス如 ク第

1階 梯 ヨリ第2階 梯 ニ進 ム場合 ニハ長徑 ハ同

ジ長 サ ヲ有 ス レ ドモ横徑 ノミ增 加 ス,即 チ頭

尾兩 方ニ ハ增 大 セズ シテ周圍 ニ向 ッテノ ミ增

大 セル ヲ認 ム.第2階 梯 ヨリ第5階 梯 ニ進 ム

場合 ニハ長徑横徑共 ニ增 大 ス.第5階 梯 ヨリ

第6階 梯 ニ進 ム場合 ニ ハ横徑 ハ同長 ニ留 リ長

徑 ノ ミ增大 ス,即 チ周 圍 ニ向 ツテハ增 大 セズ

シテ頭 尾兩 方 ニ增 大 スルヲ認 ム.第6階 梯 ヨ

リ第8階 梯 ニ進 ム場合 ニハ長徑 及 ビ横徑 共 ニ

增大 ス.以 上 ノ如 ク腎原基 ハ其 ノ發 育階梯 ニ

於 テ長徑 ノミ增 加 スル場合 卜横徑 ノ ミ增加 ス

ル場合 ア ルモ長徑横徑共 ニ增 加 スル場合 最 モ

多 シ.

第1表

亦第5階 梯 以後 ニ於 テハ發 育 ノ進 ムニ從 ヒ

長徑 ハ横徑 ニ比 シテ其 ノ發育 大 トナル故 ニ兩

者 ノ比 ハ益 々大 トナル(第2表參 照).

左右 腎原基 ニ於 テ其 ノ長徑 ノ差 ノ最 モ甚 ダ

シキ場合 ハ第4階 梯 及 ビ第5階 梯 ナ レ ドモ其

ノ差僅ニ0.04mmニ シテ,左 右横徑 ノ差 ノ最

モ甚 ダシキハ第7階 梯 ナ レド其 ノ差 僅 ニ0.06

mmナ リ.即 チ左右腎原基 ハ僅 少ノ差 ハ ア レ
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ドモ一般 ニ殆 ドgleichmarrigニ增 大スルモ

ノナ リ.

E. 腎 原 基 ノ脊柱 ニ對 スル位 置ニ就 テ

前述 ノ如 ク發育階梯 ノ進 ムニ從 ヒ腎原基 ハ

增大ス,之 ト同時 ニ脊 柱 モ亦增 大スルモ ノニ

シテ兩者 ノ增 大 ノ消長 ガ腎 原 基 位 置 ニ 關 係

ス.依 ツテ脊柱 ノ内 デ本檢 索 ニ必要 ナル部 分

ノ第1腰 椎體 頭端 ヨリ第5腰 椎體 尾端迄 ノ長

サヲ測定 シ之 ト腎 長徑 トノ發育 ヲ比較ス ルニ

第2表 ヲ得 タ リ.第2表 ハ總 テ各原基 ノ長 サ

ヲ夫 々30倍 ニ擴 大圖表 セルモ ノナ リ.

第2表

第2表 ニ依 ッテ明 カナル如 ク第1階 梯 ヨリ

第5階 梯迄 ハ腎 長徑 卜第1-5腰 椎 ノ長サ ト

ハ殆 ド相平行 シテ增 大スル故 ニ第3表 ニ示 ス

如 ク腎 原基 ハ脊柱 ニ對シ テ何 レノ階梯 モ殆 ド

同 ジ高 サ ニア リ,即 チ頭端 ハ第1腰 椎體,尾

端 ハ第4腰 椎體 ノ高 サニ アリ.第6階 梯 ニ及

ビテ 第1-5腰 椎 ノ增 大ハ 腎 長徑 ノ增 大ニ比

シテ大 トナ リ腎原基 ハ僅 ニ低 キ位 置 ニア リ.

第7階 梯及 ビ第8階 梯 卜進 ムニ及 ビテ腎原 基

ハ益 々增 大スル ト共 ニ左右 ノ位置 ノ差表 レ脊

柱 ニ對シ テ腎原 基 ノ占 ムルニ範 圍 ハ益 々大 ト

ナ ルニ拘 ラズ 第1-5腰 椎 ノ增 大ハ 腎長徑 ニ

比 シテ益 々大 トナル 故 ニ 腎原基 ハ第1-第5

腰 椎體 ノ間 ノ高 サニ留 ル.

以 上 ノ如 ク腎原基外 形 ヲ形成 セ シ以後 ノ胎

生期間 中ノ腎原 基 ノ位 置 ハ第1腰 椎體 ヨリ第

5腰 椎體 ノ間 ノ高サ ニア リテ 胸 椎 ニ及 ブ コ ト

トナク人類 卜甚 ダ趣 ヲ異 ニス.
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第3表

F. 副 腎 原基 ノ外形竝 ニ其 ノ大サ ニ就 テ

副腎原基外形 ノ形成 セラルル ハ第4階 梯頂

臀徑10.5mmノ 胎 兒ニ シテ其 ノ外形 ハ兩側共

略 ボ丸クサ レタ三角形 ヲ呈 ス.次 イデ發育 ノ

進 ムニ伴 ヒ兩側共 同 ジ外形 ヲ呈 スル場合 ア リ

(第5階 梯),亦 一方 ノ ミ半 月状 ニ近 キ外形 ヲ

呈 スル場合 ア リ(第6階 梯及 ビ第8階 梯),又

兩 側共半月状 ヲ呈 スル場合 ア リ(第7階 梯).

以 上 ノ如 ク胎 生期 間中 ノ副 腎原基外 形 ハ丸 ク

サ レタル三角形或 ハ半 月状 ヲ呈 ス.

副 腎原 基ハ其 ノ外 形 ノ形 成 セラルル時期 ヨ

リ胎 生期 間中ハ第1表 ニ示 ス如 ク僅 ニ增 大 ス

ル ノ ミニ シテ,時 ニハ發育 ノ進 メル階梯 ガ反

ツテ前階梯 ヨ リ小 ナル場合 アリ(第7階 梯).

又 副 腎原基 卜腎原基 トノ大サ ヲ比較 スルニ第

2表 ニ示 ス如 ク 發 育 ノ進 ムニ從 ヒ腎原基 ハ副

腎原墓 ニ比 シテ益 々大 トナル.

G. 副 腎 原基 ノ腎原 基 ニ對 スル位 置關 係 ニ

就 テ

第1階 梯 ノ腎原 基外形 ヲ形成 セル時期 ニ於

テハ副腎原基 ハ未 ダ腎原 基 卜接 觸 セズシ テ僅

力頭 方ニ位 ス.第2階 梯頂臀 徑82mmノ 胎

兒ニ於 テ 腎原基 ノ長徑 及 ビ第1-5腰 椎 ノ長

サ ハ前 階梯 卜同長 ニ シテ且 副腎頭 尾徑 ハ僅 ニ

0.02mm增 大 スルニ拘 ラズ(第1表參 照)副 腎

原基 ト腎原暴 トハ約4-5Schnitteノ間接 觸

セルラ認 ム.是 レ即 チ副 腎原基 ガ僅 ニ下 降 セ

ル ヲ示スモノニ シテ脊柱 ニ對 スル位 置 モ前 階

梯 ヨリ僅 ニ低 位置 ニア リ(第3表參 照).第3

階梯 ニ於 テハ兩者 ノ接 觸面 ハ益 々大 トナ リ副

腎頭 尾徑 ノ半分以上接 觸 ス.第4階 梯 ニ於 テ
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ハ副 腎原 基 ハ其 ノ外形 ヲ形成 シ腎原基上端 ノ

外背面上 ニ占坐シ 副 腎横徑 ト腎横徑 トハ同一

方向 ニア リテ,副 腎原基 ノ大部 分 ハ腎頭端 ノ

背外方 ニ位 ス即チ副腎横徑 ノ中心點 ハ腎頭端

ヨリ遙 カ背外方 ニ アリ.次 イデ發 育 ノ進 ムニ

從 ヒ副腎原基 ハ内 方ニ向ツテ移動 シ初 ム.其

ノ移 動 ハ右側 ニ於 テ特 ニ明 カニ シテ第7階 梯

ニ於 テ副 腎横徑 ノ中心點 ハ丁度 腎頭端 ノ背 方

ニ位 シ,第8階 梯 ニ於 テハ全 ク内方 ニ移動 シ

テ腎上端内面上 ニ占坐 スルニ至 ル.之 ニ反 シ

左側 ニ於 テハ其 ノ移動 ハ僅 ニシテ第8階 梯 ニ

於 テ副腎横徑 ノ中心點 ハ腎頭端 ノ背 方ニ位 ス

ル ニ至 ル.

而 シテ副腎 ノ外形 ヲ形成シ 腎原基 ノ上端 ニ

占坐 セル以後 ノ脊柱 ニ對 スル位 置ハ腎原基 ノ

位置 ニ伴 ヒ變 動 シ腎原基 ニ左右 ノ位 置 ノ差表

ル レバ副 腎 ニ於 テモ左右位 置 ノ差 表 レ右 側ガ

高位 ニア リ(第3表參 照).

5. 結 論

以上 ノ檢索 ニヨ リ次 ノ結論 ヲ得 タ リ.即 チ

二十 日鼠胎 兒 ニ於 テハ

1. 頂 臀徑7.5mmノ 胎 兒ニ於テ腎原 基外

形 ヲ形成 シ長橢 圓形 ヲ呈 ス.發 育 ノ進 ムニ從

ヒ次 第 ニbohneformigニ 近 ヅ キ頂 臀 徑

14.2mmノ 胎 兒ニ於 テ完全 ナルbohnenformig

ヲ呈 ス.

2. 腎 原 基 ノ後面 ハ發育 ノ進 ムニ從 ヒ其 ノ

膨隆 ハ漸次減却 シ胎生 末期 ノ頂臀徑158mm

ノ胎 兒ニ於 テハ甚 ダ僅 少ニ シテ寧 ロ平面 ノ如

キ觀 アリ.

3. 左 右 腎原基 ハ殆 ドgleichmassigニ增

大 ス.

4. 腎 原基 ハ胎 生 期 間 中 外 形 ニ於 テ モ

innerer Bauニ 於 テモLappungヲ 呈 セズ表

面平滑 ナ リ.

5. 右 腎 原 基ハ左側 ニ比 シテAorta abdo

minalisヨ リ遙 カ外 方 ニ位 ス.其 ノAorta

 abdominalisヨ リ ノ距離 ハ大 體 右 腎 原 基 卜

Aorta abdominalisト ノ間 ニ介在 スルHohl

veneノ 大 サ ニヨ リ左右 サル.

6. 同 ジ高 サニテ發 育 ヲ續 ケ シ左右腎原基

ハ胎生末期 ノ頂臀徑15.8mmノ 胎 兒 ニ於 テ左

右 ニ位置 ノ差 表 レ右側 ガ高 位ニ ア リテ兩者 ノ

頭端 ノ差 ハ0.29mmナ リ.

7. 腎 原 基外形 ヲ形成 セ シ以後 ノ胎生期間

中 ノ脊柱 ニ對 スル 腎原基 ノ位置 ハ 第1-第5

腰 椎 ノ間 ノ高 サニ アリ.

8. 頂 臀徑10.5mmノ 胎 兒ニ於 テ副 腎原基

ハ外形 ヲ形成シ 丸 クサ レタル三 角形 ヲ呈 ス,

胎 生期間 中 ノ外形 ハ之 卜同形或 ハ半 月状 ヲ呈

ス.

9. 頂 臀徑8.2mmノ 胎 兒ニ於 テ腎原 基 卜

副腎原基 トハ初 メテ接觸 ス.

10. 副 腎 原 基 ハ外形 ヲ形成 セル時期 ニ於テ

ハ腎原基上端 ノ背外面上 ニ占坐 スル モ發 育 ノ

進 ムニ從 ヒ漸次 内方ニ移動 スル モノニシテ特

ニ右 側ニ於 テ明 カナ リ.

11. 副 腎 原基 ノ外形 ヲ形 成 セ シ以後 ノ副 腎

ノ大サハ僅ニ增 大 スルニ反 シ腎原基 ハ發 育 ノ

進 ムニ從 ヒ益 々增大ス.故 ニ兩者 ノ比ハ益 々

大 トナル.

擱筆スルニ當 リ恩師敷波教授ノ懇篤ナル御

指導 ト御校閲ニ對 シ深厚ナル謝意 ヲ表ス.
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挿 圖 説 明

Fig. 1. A.(第1階 梯)右 腎 門 部 横斷 面

Zeiss Ok. 5, Obj. 10, K. l. 31cm

Fig. 1. B.(第1階 梯)腎 原基 模 型 腹 側 面 觀100倍

大, 1/2縮 小寫 載

Fig. 1. C.(第1階 梯)副 腎 原 基 中央 部 横斷断 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 10, K. l. 24cm

Fig. 2. A.(第2階 梯)腎 門 部 尾 方 横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 10, K. l. 24cm

Fig. 2. B.(第2階 梯)腎 原 基模 型腹 側 面 觀100倍

大, 1/2縮 小寫 載

Fig. 3. A.(第3階 梯)腎 門 部 横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 10, K. l. 24cm

Fig. 3. B.(第3階 梯)腎 原 基模 型腹 側 面觀75倍

大, 1/2縮 小寫 載

Fig. 4. A.(第4階 梯)右 腎門部横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 10, K. l. 24cm

Fig. 4. B.(第4階 梯)腎 原 基 模 型 腹 側 面 觀75倍

大, 1/2縮 小寫 載

Fig. 4. C.(第4階 梯)副 腎 原 基模 型 外 腹 側 面 觀

75倍 大

Fig. 5. A.(第5階 梯)左 腎 門 部横斷 面

Zeiss Ok. 7, Ohj. 10, K. l. 24cm

Fig. 5. B.(第5階 梯)腎 原基 模 型 腹 側 面 觀75倍

大, 1/3縮 小寫 載

Fig. 6. A.(第6階 梯)右 腎門 部 横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 10. K. l. 26cm

Fig. 6. B.(第6階 梯)腎 原 基模 型腹 側 面觀75倍

大, 1/3縮 小寫 載

Fig. 7. A.(第7階 梯)左 腎 門 部 横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 5, K. l. 35cm

Fig. 7. B.(第7階 梯)腎 原 基模 型 複 側 面觀75倍

大, 1/3縮 小寫 載

Fig. 7. C.(第7階 梯)右 腎 原 基 模 型 背 外 側 面 觀

75倍 大, 1/3縮 小寫 載

Fig. 8. A.(第8階 梯)右 腎 門 部 横斷 面

Zeiss Ok. 7, Obj. 5, K. l. 30cm

Fig. 8. B.(第8階 梯)腎 原基 模 型腹 側 面觀50倍

大, 1/2縮 小寫 載
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Verzeichnis der Abkurzungen.

A.=Aorta abdominalis.•@ A. f.=Annulus 

fibrosa.•@ A. i. c.=Arteria iliaca communis.

•@ Bk.=Bowman'sche Kapsel.•@Ch.=Chorda 

dorsalis.•@ d. Nb.=definitives Nierenbccken.

•@ G.=Glomerulus.•@ h. F.=hintere Flache.

•@ Hk.=Harnkanalchen.•@ Hv.=Hohlvene.

•@it.•@B.=interstitielles Bindegecbe.•@ Kd.=

Keimdruse.•@ Kg.=Knorpelgewebe.•@ r. N.=

rechte Niere.•@ l. N.=linke Niere.•@l. R.=

lateraler Rand.•@Ms.=Marksubstanz.•@ Nk.=

Nierenkapsel.•@ Nn.=Nebenniere.•@ Np.=

Nucleus pulposus.•@ n. Z.=neogene Zone.

•@ P.=Papilla.•@ p. Nb.=primitives Nierenbecken.

•@ R.=Rippe.•@ Rs.=Rindensubstanz.•@Sr.=

Sammelrohr.•@U.=Ureter.•@ Un.=Urniere.

•@ v. F.=vordere Flache•@ Wk.=Wirbelkorper.

•@ Zws.=Zwischenwirbelscheibe.
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